
予備解析の概要

 総合解析（R5年度～）に先立ち、解析の実現可能性を検討すること（技術的観点）、および重要性・
緊急性が高い施策課題に関するテーマを対象に試行すること（施策の観点）を目的として、７つの
テーマについて予備解析を実施した（各テーマの詳細な内容は参考資料３～９を参照）。

① 重要地域の特定
基礎調査のほか他主体の持つデータも含め、過去に選定された重要地域選定事例につ
いて情報を収集整理した。

② 絶滅危惧種の集中地域
基礎調査のほか他主体の生物分布調査データを収集整理し、最新のレッドリストに基
づいてVU以上の種が集中する地域を抽出した。

③ ハビタットの連結性の機能を有する生態系の分布
基礎調査の植生図および他主体による土地利用図等を整理し、森林、湿地、草原を対
象に、フォーカル解析などの解析を試行した。

④ 鳥獣被害防止のためのゾーニング等（ニホンジカ、イノシシ）
分布・捕獲情報の豊富なニホンジカとイノシシについて、分布状況データを収集・整
理し、人口や捕獲状況などの社会データとの比較を行った。

⑤ 保護地域の指定状況
現時点で入手可能な保護地域データを収集し、整備状況を把握した。

⑥ 重要地域の保全（保護担保・取組等）の状況
①、②、⑤で収集したデータを用いて重ね合わせを試行した。

⑦ 再生可能エネルギー施設適地と重要地域や絶滅危惧種の分布
REPOS再生可能エネルギーポテンシャルマップを用いて、重要地域や絶滅危惧種の集
中地域との重ね合わせを試行した。 1
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